
（　瑞　浪　地　区　） 夢 づ く り 地 域 交 付 金 事 業 の 概 要 　（ 地 区 別 ）

事業の概要 活動内容 成果目標 事業費 交付金の額

1 安全・安心なまちづくり事業

　瑞浪地区でも少子高齢化や人口減少の進行と、個人の価値観
の多様化などにより、「住民同士のつながり」は希薄化し弱体化や
機能低下が懸念されています。また、コロナ禍で、今までやってき
たことをすべてなくすことはできません。新しい生き方、新しい生活
様式の実践が求められています。住民が安心して暮らせる「安全な
まち」を創るため、地域住民による、地域住民主導での防犯・防災
活動と、思いやりから始まる「共助意識」の向上を目指します。

・青色回転灯パトロール
・自主防災訓練の開催
・心肺蘇生法、ＡＥＤ講習会の開催
・健康講演会の開催
・健康ウォーキング

地域の防災、防犯意識の向上
　・青色回転灯パトロール　毎週金曜日
　・自主防災訓練（地域での防災対策）
　・心肺蘇生法、ＡＥＤ講習会　２回
　・健康講演会　３０人
　・健康ウォーキング　延べ２００人

713,600 691,000

2 潤いのあるまちづくり事業

　コロナ禍で、新しい生き方、新しい生活様式の実践が求められて
います。瑞浪地区が、住みやすい潤いのある美しく豊かな生活が
できる地域であるために、コミュニティ花壇の整備や環境美化啓発
活動を行います。笑顔があふれる地域にします。

・花苗配布（春、秋）
・美化啓発グッズ作成配布
・みずなみミツバチプロジェクト
・小学生とカワニナの生態調査及び蛍の
幼虫の放流
・「男女共同参画」に関する講演会

・花苗配布　３，５００鉢×２回
・美化啓発グッズ作成　１，０００個
・蛍の幼虫500匹の放流
・「男女共同参画」に関する講演会に30
人以上の参加

666,500 654,000

3
地域内の交流が活発なま
ちづくり事業

　瑞浪地区は、従来から地域住民とのつながりが弱く、若者の自治
会、町内会への参加意識が低いため、地縁型住民組織の活動力
が低下する傾向であり、地域の連帯感や相互扶助意識が希薄に
なりつつあります。コロナ禍で、新しい生き方、新しい生活様式の
実践が求められています。地域ぐるみ家族ぐるみで参加できる事
業を開催し、地域的な連帯感に支えられた、人間らしい近隣生活
を営む基盤をつくるきっかけとします。

・田植え、芋の植え付け、家族ふれあい
芋ほり大会

・田植え、芋の根付け　 参加者  ５０人

・農園管理　　　　　　　 参加者３００人
・米、芋の収穫　　　　　 参加者  ５０人
・芋ほり大会　　　　　　　参加者１００人

619,800 600,000

4 広報事業

　まちづくり活動への理解と協力を得るため、協議会の活動を住民
に周知する必要があります。また、まちづくり協議会内のイベント案
内から活動報告などの情報をより一層共有する必要があります。
若者が注目するインスタグラムを活用した、瑞浪地区のまちづくり
事業参加者を対象にした、インスタ映え「＃いいかも瑞浪」コンテス
トを開催し、参加者自身がまちづくり事業の魅力を知ると同時に再
発見してもらいます。地域での楽しい思い出や家族の絆をより強く
し地域の活性化の原動力にします。

・広報誌発行
・フェイスブック、ＨＰの更新
・インスタグラムコンテストの実施
・イベント参加者にへの啓発標語入りマ
スク配布

・まちづくり新聞発行　年２回
・インスタグラムコンテスト参加者　３００人

596,000 580,000

2,595,900 2,525,000
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